
※令和３年度以前入学生用 

学校番号 1002 

 

令和５年度 外国語科 

 

教科 科目 単位数 指導学年 教材名・副教材名 

英語 英語表現Ⅱ ４ 第３学年 
啓林館「Vision Quest English  

Expression Ⅱ」 

１ 担当者からのメッセージ（学習方法等） 

 ・本講座では「書く、話す、読む技能」習得のため、英語表現Ⅰで学んだ基礎的文法知識や表現を基

に、さらに様々な文法や定型表現を学習し、英語の表現力および理解力の一層の向上を目指します。 

・英語の語彙や文法については、実際のコミュニケーションでどのように使われるか、ということを意

識して学習することが大切です。 

・学んだ文法や表現を用いて、授業中の活動に積極的に参加し、英語を通じて積極的にコミュニケーシ

ョンを図る態度を身につけましょう。 
 

２ 学習の到達目標（CAN-DO リストによる当該学年の４技能の到達目標） 

【第３学年】履修科目：「英語表現Ⅱ」（４単位） 

主な教材：上記科目の教科書、教科書の内容に関連した別教材 

話すこと 書くこと 聞くこと 読むこと 

学習到達目標 科目・評価 学習到達目標 科目・評価 学習到達目標 
科目・評

価 
学習到達目標 科目・評価 

・相手の反応に応じ

て質問したり、意見

を伝えたりしてやり

取りができる。 

・自分のこれまでも

経験、将来の夢や希

望について、前もっ

て準備し、メモを見

ながら理由と具体例

を添えて短く説明す

ることはできる。 

英語表

現Ⅱ 

・ﾃﾞｨｽｶ

ｯｼｮﾝ 

・ｲﾝﾀﾋﾞ

ｭｰ 
  

・身の回りのことに

ついて 70 語程度

の文章を書くこと

ができる。 

・慣れ親しんだ語や

表現を用いて、物

事の手順を筋道た

てて書きことがで

きる。 

英語表現
Ⅱ 
・ｴｯｾｲﾗ 
ｲﾃｨﾝｸﾞ 
・定期考 
査 

・日常的なあいさつ

ができ、身の回り

で起こったこと

や経験したこと

などについてや

りとりをするこ

とができる。 

・ゆっくりはっきり

話されれば、身近

なトピックにつ

いての話を理解

することができ

る。 

英語表 

現Ⅱ 

・ﾘｽﾆﾝｸﾞ 

ﾃｽﾄ 

・ﾃﾞｨｸﾃｰ 

ｼｮﾝ 

・定期考 

査 

・やさしい英語で

書かれた新聞、チ

ラシ、物語を読み

切り、全体の筋を

理解することが 

できる。 

・ガイドブックな

どを読んで必要

な情報を見つけ

出し、その内容に

沿ってこうどう

することができ

る。 

英 

語表現 

・速読 

・音読テ 

スト 

・定期考 

査 

３ 学習評価(評価の観点と実施方法) 

観

点 

コミュニケーションへの 

関心・意欲・態度 
外国語表現の能力 外国語理解の能力 

言語や文化についての 

知識理解 

実

施

方

法 

コミュニケーションに関心を

もち、積極的に言語活動を行

い、コミュニケーションを図

ろうとしているかを的確に評

価できる方法で実施。 

CANDO リストによる「話すこ

と」と「書くこと」の到達目

標を的確に評価できる方法で

実施 。 

CANDO リストによる「聞くこ

と」と「読むこと」の到達目

標を的確に評価できる方法で

実施 。 

英語やその運用についての知

識を身に付けているととも

に、その背景にある文化など

を理解しているかどうかを的

確に評価できる方法で実施。 

上に示す観点に基づいて、学習のまとまりごとに評価し、学年末に５段階の評定にまとめます。 

学習内容に応じて、それぞれの観点を適切に配分し、評価します。 

 

 

 

 



※令和３年度以前入学生用 

４ 学習の活動 

 

単元 

(配当時間) 
題材内容 単元の目標 主な学習内容 単元の評価規準 評価方法 

Lesson １ 

( ５時間) 

伝統行事が
いくつもあ
るのね 
 
主語の決定
／見えない
主語の発見
／主語の it 
主語になる
名詞句／形
式主語／無
生物主語 

「コミュニケーションへの関心・意欲・態度」 

主語の決定を意識し

つつ基本例文を中心

としたインプットと

アウトプットを積極

的に行う。 

主語の決定に注意し

ながら積極的にイン

プットとアウトプッ

トする。 

相手が理解しやす

いように伝えるこ

とができる。 

・授業中の活動 

「外国語表現の能力」 

様々な主語を意識し

つつ表現する。 

形式主語・無生物主語

を用いた表現を正確

にインプットとアウ

トプットする。 

形式主語・無生物

主語を用いた表現

を正確にアウトプ

ット(主に記述)す

ることができる。 

・授業中の活動 

・定期考査 

・小テスト 

「外国語理解の能力」 

主語を理解して 

運用できる 

例文で用いられている表

現をリスニングや問題

演習を通して学ぶ。 

形式主語・無生物主語

に関しての表現を聞

き取り、読んだりして

理解することができ 

る。 

・授業中の活動 

・定期考査 

・小テスト 

「言語や文化についての知識・理解」 

学習した文法を理解

し，知識として定着

させている。 

主語を明確にしたう

えで文を作ることを

学ぶ。 

当該の表現を適切

に用いることがで

きる。 

 

・授業中の活動 

・定期考査 

・小テスト 

Lesson ２ 

( ５時間) 

職業体験は
ど う だ っ
た？ 
 
自動詞と他
動詞／SVO
／SVOO 
SVC ／
SVOC 

「コミュニケーションへの関心・意欲・態度」 

自動詞と他動詞、文型

を意識しつつ基本例

文を中心としたイン

プットとアウトプッ

トを積極的に行う 

自動詞と他動詞、文型に

注意しながら積極的に

インプットとアウトプ

ットする。 

相手が理解しやすい

ように伝えること

ができる。 

・授業中の活動 

「外国語表現の能力」 

自動詞と他動詞、文型

を意識しつつ表現す

る。 

自動詞と他動詞、文型を

用いた表現を正確にイ

ンプットとアウトプッ

トする。 

自動詞と他動詞、文

型を用いた表現を

正確にアウトプッ

ト(主に記述)するこ

とができる。 

・授業中の活動 

・定期考査 

・小テスト 

「外国語理解の能力」 

自動詞と他動詞、文

型を理解して運用で

きる 

例文で用いられている表

現をリスニングや問題

演習を通して学ぶ。 

自動詞と他動詞、文型

に関しての表現を

聞き取り、読んだり

して理解すること

ができ る。 

・授業中の活動 

・定期考査 

・小テスト 

「言語や文化についての知識・理解」 

学習した文法を理解

し，知識として定着

させている。 

動詞を選択し、目的語と

補語を適切に用いて

様々な文型の文を作

る。 

当該の表現を適切に

用いることができ

る。 

・授業中の活動 

・定期考査 

・小テスト 



※令和３年度以前入学生用 

 

 

単元 

(配当時間) 
題材内容 単元の目標 主な学習内容 単元の評価規準 評価方法 

Lesson ３ 

( ５時間) 

話したいこ
とがあるん
だ 
 
使役動詞／
知覚動詞 
<動詞＋O＋
to do > 

「コミュニケーションへの関心・意欲・態度」 

使役動詞と知覚動詞

を意識しつつ基本例

文を中心としたイン

プットとアウトプッ

トを積極的に行う 

使役動詞と知覚動詞に注

意しながら積極的にイ

ンプットとアウトプッ

トする。 

 

相手が理解しやすい

ように伝えること

ができる。 

・授業中の活動 

「外国語表現の能力」 

使役動詞と知覚動詞を

意識しつつ表現す

る。 

使役動詞と知覚動詞を用

いた表現を正確にイン

プットとアウトプット

する。 

使役動詞と知覚動

詞を用いた表現を

正確にアウトプッ

ト(主に記述)する

ことができる。 

・授業中の活動 

・定期考査 

・小テスト 

「外国語理解の能力」 

使役動詞と知覚動詞を

理解して 

運用できる 

例文で用いられている表

現をリスニングや問題

演習を通して学ぶ。 

使役動詞と知覚動詞

に関しての表現を聞

き取り、読んだりして

理解することができ 

る。 

・授業中の活動 

・定期考査 

・小テスト 

「言語や文化についての知識・理解」 

学習した文法を理解

し，知識として定着

させている。 

使役動詞と知覚動詞の使

い方を学ぶ。 

当該の表現を適切に

用いることができ

る。 

・授業中の活動 

・定期考査 

・小テスト 

Lesson ４ 

( ５時間) 

航空管制官
として働き
たいんだ 
 
「～する」
／「～して
いる」 
「～した」
／「～して
いた」 

「コミュニケーションへの関心・意欲・態度」 

現在時制と進行形を

意識しつつ基本例文

を中心としたインプ

ットとアウトプット

を積極的に行う 

現在時制と進行形に注意

しながら積極的にイン

プットとアウトプット

する。 

相手が理解しやすい

ように伝えること

ができる。 

・授業中の活動 

「外国語表現の能力」 

現在時制と進行形を意

識しつつ表現する。 

現在時制と進行形を用い

た表現を正確にインプ

ットとアウトプットす

る。 

現在時制と進行形

を用いた表現を正

確にアウトプット

(主に記述)すること

ができる。 

・授業中の活動 

・定期考査 

・小テスト 

「外国語理解の能力」 

現在時制と進行形を理

解して 

運用できる 

例文で用いられている表

現をリスニングや問題

演習を通して学ぶ。 

現在時制と進行形に

関しての表現を聞

き取り、読んだりし

て理解することが

でき る。 

・授業中の活動 

・定期考査 

・小テスト 

「言語や文化についての知識・理解」 

学習した文法を理解

し，知識として定着

させている。 

日本語を直訳するのでは

なく、状況に応じた時

制や表現を選ぶことを

学ぶ。 

当該の表現を適切に

用いることができ

る。 

・授業中の活動 

・定期考査 

・小テスト 



※令和３年度以前入学生用 

 

 

単元 

(配当時間) 
題材内容 単元の目標 主な学習内容 単元の評価規準 評価方法 

Lesson ５ 

( ５時間) 

そんな経験
をもう一度
したいわ 
 
義務・必要
を表す助動
詞／推量を
表す助動詞 
「もし (今 )
～ならば」
／「もし(あ
の時)～だっ
たなら」 

「コミュニケーションへの関心・意欲・態度」 

未来を予測する表現

を意識しつつ基本例

文を中心としたイン

プットとアウトプッ

トを積極的に行う 

未来を予測する表現に注

意しながら積極的にイ

ンプットとアウトプッ

トする。 

相手が理解しやすい

ように伝えること

ができる。 

・授業中の活動 

「外国語表現の能力」 

未来を予測する表現を

意識しつつ表現す

る。 

未来を予測する表現を用

いた表現を正確にイン

プットとアウトプット

する。 

未来を予測する表現

を用いた表現を正

確にアウトプット

(主に記述)すること

ができる。 

・授業中の活動 

・定期考査 

・小テスト 

「外国語理解の能力」 

未来を予測する表現を

理解して 

運用できる 

例文で用いられている表

現をリスニングや問題

演習を通して学ぶ。 

未来を予測する表現

に関しての表現を聞

き取り、読んだりして

理解することができ 

る。 

・授業中の活動 

・定期考査 

・小テスト 

「言語や文化についての知識・理解」 

学習した文法を理解

し，知識として定着

させている。 

助動詞・仮定法の使い方

を学ぶ。 

当該の表現を適切に

用いることができ

る。 

・授業中の活動 

・定期考査 

・小テスト 

Lesson ６ 

( ５時間) 

これはカナ
ダのバンク
ーバーで撮
った写真な
んだ。 
 
名詞を前か
ら修飾する
語句  ／  名
詞を後ろか
ら修飾する
関係代名詞
／関係副詞 

「コミュニケーションへの関心・意欲・態度」 

名詞の修飾語句を意

識しつつ基本例文を

中心としたインプッ

トとアウトプットを

積極的に行う 

名詞の修飾語句に注意し

ながら積極的にインプ

ットとアウトプットす

る。 

相手が理解しやすい

ように伝えること

ができる。 

・授業中の活動 

「外国語表現の能力」 

名詞の修飾語句を意識

しつつ表現する。 

名詞の修飾語句を用いた

表現を正確にインプッ

トとアウトプットす

る。 

名詞の修飾語句を用

いた表現を正確に

アウトプット(主に

記述)することがで

きる。 

・授業中の活動 

・定期考査 

・小テスト 

「外国語理解の能力」 

名詞の修飾語句を理解

して 

運用できる 

例文で用いられている表

現をリスニングや問題

演習を通して学ぶ。 

名詞の修飾語句に関

しての表現を聞き

取り、読んだりして

理解することがで

き る。 

・授業中の活動 

・定期考査 

・小テスト 

「言語や文化についての知識・理解」 

学習した文法を理解

し，知識として定着

させている。 

名詞を修飾する形容詞方

法を学ぶ。 

当該の表現を適切に

用いることができ

る。 

・授業中の活動 

・定期考査 

・小テスト 



※令和３年度以前入学生用 

 

 

単元 

(配当時間) 
題材内容 単元の目標 主な学習内容 単元の評価規準 評価方法 

Lesson ７ 

( ５時間) 

携帯電話は
私たちの生
活になくて
はならない
もの？ 
 
副詞・副詞
句／不定詞
や分詞を使
った副詞句 
副詞節 

「コミュニケーションへの関心・意欲・態度」 

副詞の使い方を意識

しつつ基本例文を中

心としたインプット

とアウトプットを積

極的に行う 

副詞に注意しながら積極

的にインプットとアウ

トプットする。 

相手が理解しやすい

ように伝えること

ができる。 

・授業中の活動 

「外国語表現の能力」 

副詞の使い方を意識し

つつ表現する。 

副詞を用いた表現を正確

にインプットとアウト

プットする。 

副詞を用いた表現を

正確にアウトプッ

ト(主に記述)するこ

とができる。 

・授業中の活動 

・定期考査 

・小テスト 

「外国語理解の能力」 

副詞の使い方を理解し

て 

運用できる 

例文で用いられている表

現をリスニングや問題

演習を通して学ぶ。 

副詞に関しての表現

を聞き取り、読んだり

して理解することが

でき る。 

・授業中の活動 

・定期考査 

・小テスト 

「言語や文化についての知識・理解」 

学習した文法を理解

し，知識として定着

させている。 

副詞的用法を学ぶ。 当該の表現を適切に

用いることができ

る。 

・授業中の活動 

・定期考査 

・小テスト 

Lesson ８ 

( ５時間) 

犬と猫どっ
ちが好き？ 
 
原級／比較
級 
最上級／最
上級を意味
する表現 

「コミュニケーションへの関心・意欲・態度」 

原級・比較・最上級

を意識しつつ基本例

文を中心としたイン

プットとアウトプッ

トを積極的に行う 

原級・比較・最上級に注

意しながら積極的にイ

ンプットとアウトプッ

トする。 

相手が理解しやすい

ように伝えること

ができる。 

・授業中の活動 

「外国語表現の能力」 

原級・比較・最上級

を意識しつつ表現す

る。 

原級・比較・最上級を用

いた表現を正確にイン

プットとアウトプット

する。 

原級・比較・最上級を

用いた表現を正確

にアウトプット(主

に記述)することが

できる。 

・授業中の活動 

・定期考査 

・小テスト 

「外国語理解の能力」 

原級・比較・最上級

を理解して運用でき

る 

例文で用いられている表

現をリスニングや問題

演習を通して学ぶ。 

原級・比較・最上級に

関しての表現を聞

き取り、読んだりし

て理解することが

でき る。 

・授業中の活動 

・定期考査 

・小テスト 

「言語や文化についての知識・理解」 

学習した文法を理解

し，知識として定着

させている。 

原級・比較・最上級を使

った表現を学ぶ。 

当該の表現を適切に

用いることができ

る。 

・授業中の活動 

・定期考査 

・小テスト 



※令和３年度以前入学生用 

 

 

単元 

(配当時間) 
題材内容 単元の目標 主な学習内容 単元の評価規準 評価方法 

Part2  

Lesson 1 

(６時間) 

ロボットの有
用性 
 
パラグラフ
の構成／列
挙・順序 

「コミュニケーションへの関心・意欲・態度」 

互いに協力しながら会

話 や議論 を続け 、 

適切な表 現（解答）

を見出す。 

与えられたテーマに

沿って英文を読んだ

り書いたりする。 

必要に応じて地所な

どを活用して書く

ことができる。 

・授業中の活動 

「外国語表現の能力」 

学んだ表現を活用し、

与えられたテーマで 

論理的な パラグラ

フを書く 

つなぎの言葉を用いて論

理的に表現する。 

パラグラフの構成に

基づき、つなぎの言

葉を用いて論理的

に表現できる。 

・授業中の活動 

・定期考査 

・小テスト 

「外国語理解の能力」 

モデルパラグラフを読

んで、「列挙／時間 

的順序」の使い方を理

解する。 

「列挙／時間的順序」の

機能と使い方を理解

し、それを使って文章

を読んだり聞き取った

りする。 

モデルや相手の英文

を 読んだり 聞い た

りし て、必要な情報

を適切に 捉え、書き

とめている。 

・授業中の活動 

・定期考査 

・小テスト 

「言語や文化についての知識・理解」 

ロボットの有用性など

を説明する際に用い

る 語彙や表現 と、

その背景知識を習得

す 

列挙・順序を表す論理的

なパラグラフを学ぶ。 

テーマに沿って表現 

する際に必要な語彙 

や表現 、および背景 

知識 を理解できる。 

・授業中の活動 

・定期考査 

・小テスト 

Lesson ２ 

( ６時間) 

英語を学ぶ
意義 
 
例示・追加 

「コミュニケーションへの関心・意欲・態度」 

互いに協力しながら会

話 や議論 を続け 、 

適切な表 現（解答）

を見出す。 

与えられたテーマに沿っ

て英文を読んだり書い

たりする。 

必要に応じて地所な

どを活用して書く

ことができる。 

・授業中の活動 

「外国語表現の能力」 

学んだ表現を活用し、

与えられたテーマで 

論理的な パラグラ

フを書く 

つなぎの言葉を用いて論

理的に表現する。 

パラグラフの構成に

基づき、つなぎの言

葉を用いて論理的

に表現できる。 

・授業中の活動 

・定期考査 

・小テスト 

「外国語理解の能力」 

モデルパラグラフを読

んで、「例示・追加」

の使い方を理解す

る。 

「例示・追加」の機能と

使い方を理解し、それ

を使って文章を読んだ

り聞き取ったりする。 

モデルや相手の英文

を 読んだり 聞い 

たりし て、必要な

情報を適切に 捉

え、書きとめてい

る。 

・授業中の活動 

・定期考査 

・小テスト 

「言語や文化についての知識・理解」 

英語を学ぶ意義などを

説明する際に用いる 

語彙や表現 と、その背

景知識を習得す 

列挙・順序を表す論理的

なパラグラフを学ぶ。 

テーマに沿って表現 

する際に必要な語彙 

や表現 、および背景 

知識 を理解できる。 

・授業中の活動 

・定期考査 

・小テスト 



※令和３年度以前入学生用 

 

 

単元 

(配当時間) 
題材内容 単元の目標 主な学習内容 単元の評価規準 評価方法 

Lesson ３ 

( ６時間) 

都会と田舎 

 

比較・対照 

「コミュニケーションへの関心・意欲・態度」 

互いに協力しながら会

話 や議論 を続け 、 

適切な表 現（解答）

を見出す。 

与えられたテーマに沿っ

て英文を読んだり書い

たりする。 

必要に応じて地所な

どを活用して書く

ことができる。 

・授業中の活動 

「外国語表現の能力」 

学んだ表現を活用し、

与えられたテーマで 

論理的な パラグラ

フを書く 

つなぎの言葉を用いて論

理的に表現する。 

パラグラフの構成に

基づき、つなぎの言

葉を用いて論理的

に表現できる。 

・授業中の活動 

・定期考査 

・小テスト 

「外国語理解の能力」 

モデルパラグラフを読

んで、「比較・対照」の

使い方を理解する。 

「比較・対照」の機能と

使い方を理解し、それ

を使って文章を読んだ

り聞き取ったりする。 

モデルや相手の英文

を 読んだり 聞い た

りし て、必要な情報

を適切に 捉え、書き

とめている。 

・授業中の活動 

・定期考査 

・小テスト 

「言語や文化についての知識・理解」 

都会と田舎などを説明

する際に用いる 語

彙や表現 と、その背

景知識を習得する。 

比較・対照を表す論理的

なパラグラフを学ぶ。 

比較・対照を表す論理

的なパラグラフを 

・授業中の活動 

・定期考査 

・小テスト 

Lesson ４ 

( ６時間) 

若者の本離れ 
 
原因・理由・
結果 

「コミュニケーションへの関心・意欲・態度」 

互いに協力しながら会

話 や議論 を続け 、 

適切な表 現（解答）

を見出す。 

与えられたテーマに沿っ

て英文を読んだり書い

たりする。 

必要に応じて地所な

どを活用して書く

ことができる。 

・授業中の活動 

「外国語表現の能力」 

学んだ表現を活用し、

与えられたテーマで 

論理的な パラグラ

フを書く 

つなぎの言葉を用いて論

理的に表現する。 

パラグラフの構成に

基づき、つなぎの言

葉を用いて論理的

に表現できる。 

・授業中の活動 

・定期考査 

・小テスト 

「外国語理解の能力」 

モデルパラグラフを読

んで、「原因・理由・

結果」の使い方を理

解する。 

「原因・理由・結果」の

機能と使い方を理解

し、それを使って文章

を読んだり聞き取った

りする。 

モデルや相手の英文

を 読んだり 聞い 

たりし て、必要な

情報を適切に 捉

え、書きとめてい

る。 

・授業中の活動 

・定期考査 

・小テスト 

「言語や文化についての知識・理解」 

若者の本離れなどを説

明する際に用いる 

語彙や表現 と、その

背景知識を習得す

る。 

原因・理由および結果を

表す論理的なパラグラ

フを学ぶ。 

テーマに沿って表現 

する際に必要な語彙 

や表現 、および背景 

知識 を理解できる。 

・授業中の活動 

・定期考査 

・小テスト 



※令和３年度以前入学生用 

 

 

単元 

(配当時間) 
題材内容 単元の目標 主な学習内容 単元の評価規準 評価方法 

Lesson ５ 

( ７時間) 

ベジタリアン 
 
要点・要約 

「コミュニケーションへの関心・意欲・態度」 

互いに協力しながら会

話 や議論 を続け 、 

適切な表 現（解答）

を見出す。 

与えられたテーマに沿っ

て英文を読んだり書い

たりする。 

必要に応じて地所な

どを活用して書く

ことができる。 

・授業中の活動 

「外国語表現の能力」 

学んだ表現を活用し、

与えられたテーマで 

論理的な パラグラ

フを書く。 

 

つなぎの言葉を用いて論

理的に表現する。 

パラグラフの構成に

基づき、つなぎの言

葉を用いて論理的

に表現できる。 

・授業中の活動 

・定期考査 

・小テスト 

「外国語理解の能力」 

モデルパラグラフを読

んで、「要点・要約」の

使い方を理解する。 

「要点・要約」の機能と

使い方を理解し、それを

使って文章を読んだり聞

き取ったりする。 

モデルや相手の英文

を 読んだり 聞い た

りし て、必要な情報

を適切に 捉え、書き

とめている。 

・授業中の活動 

・定期考査 

・小テスト 

「言語や文化についての知識・理解」 

ベジタリアンなどを説

明する際に用いる 

語彙や表現 と、その

背景知識を習得す 

文章の要点をつかみ、要

約文の書き方を学ぶ。 

テーマに沿って表現 

する際に必要な語彙 

や表現 、および背景 

知識 を理解できる。 

・授業中の活動 

・定期考査 

・小テスト 


